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経済日誌 〈2019.11.1～11.30〉

国内・海外 ○印：国内関係　☆印：海外関係

県内・九州 ★印：県内関係　●印：九州関係

４日（月）☆　米政権、パリ協定離脱を通告
　トランプ米政権が、地球温暖化対策の「パリ協定」から離脱すると国連に正式に通告した。実
際の離脱確定は2020年11月となる。
９日（土）☆　豚肉高騰の中国、物価上昇
　中国国家統計局が発表した10月の消費者物価指数（CPI）の伸びは3.8％となり、年間の物価安
定目標３％前後を大きく超えた。アフリカ豚コレラの蔓延で、豚肉の価格が高騰したことが影響。
11日（月）〇　街の景況感、大幅下落
　内閣府が10月の景気ウオッチャー調査を発表。消費増税、台風の影響もあり、景気の実感を示
す指数（季節調整値）が９月比10.0㌽   減の36.7と、東日本大震災後の11年５月以来の低水準に。
13日（水）〇　新在留資格、まだ895人
　出入国在留管理庁は、新設した「特定技能」の在留資格を得た外国人が11月８日時点で895人
と発表。政府は今年度、最大で約４万７千人の受け入れを見込んでいるが２％程度と低迷。
22日（金）☆　GSOMIA、失効回避
　韓国政府は、日韓の軍事情報包括保護協定（GSOMIA＝ジーソミア）を当面維持すると日本
政府に伝えた。韓国は８月、日本に協定の破棄を通告し、23日午前０時に失効が迫っていた。

２日（土）★　西九州自動車道、４車線化工事着工
　暫定２車線となっている西九州自動車道佐々IC－佐世保大塔IC間（16.9㌔）の４車線化工事が
着工。総事業費908億円、24年度から順次開通し27年度の完成を目指す。
11日（月）●　天草ジオパーク認定返上へ、交流人口増えず
　日本ジオパークに認定されている熊本県の「天草ジオパーク」について、天草ジオパーク推進
協議会は20年３月末での認定返上を決めた。全国に44地域ある日本ジオパークの認定返上は初めて。
13日（水）●　九州と韓国結ぶ船、韓国人客40％減
　九州運輸局の発表によると、19年度上期（４～９月期）に九州と韓国を結ぶ船を利用した韓国
人客は、日韓関係の悪化の影響を受け前年同期比40.3％減の36万1,348人だった。
24日（日）★　ローマ教皇、長崎訪問
　フランシスコ・ローマ教皇が、38年振りに長崎市を訪問。原爆地公園で「核兵器に関するメッ
セージ」を発表、その後県営野球場で３万人を集めた野外ミサを実施。
27日（水）★　松浦鉄道・佐川急便、鉄道貨客混載スタート
　松浦鉄道（MR）と佐川急便による鉄道貨客混載事業がスタートした。佐川急便の宅配荷物を、
松浦駅から潜竜ヶ滝駅までMRの旅客車に載せて運ぶ。鉄道での貨客混載は九州初。


